
の
金
丸
弘
美
さ
ん
が
司
地
ム
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
「
組
み
合
わ
せ

元
』
の
力
1
地
域
力
創
造
一
地
方
創
生
の
事
例
と
し

1
+
1は
3

7
つ
の
法
則
」
の
テ
l

一
て
、
和
歌
山
県
伺
望
巾
が
一
や
4
に
も
な
る
」
と
力
を

マ
で
講
演
し
た
一
進
め
る
人
材
育
成
の
取
り
一込
め
た
。

金
丸
さ
ん
は
「
地
域
に
一
組
み
や
文
具
屋
、
料
亭
な
一

、
一
ど
の
空
き
家
を
若
者
が
主
一
一

体
と
な
り
リ
ノ
ベ

l
シ
ョ
一
一

yレ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
一
一

て
紹
介
し
な
一
一

と
号
信
で
き
な
い
」

摘
。
広
域
マ
ッ
プ
を
活
用
一

し
長
期
滞
在
を
促
す
イ
タ
一

リ
ア
の
ア
グ
リ
ツ
l
リ
ズ
一
が
ら

省

と
強
調
。

(
山
本
恵
子
)

4
1
6歳
児
の

官
調
査
ヘ

県
家
庭
教
育

r Ii'地元』の力~地域力創造
7つの法則」と題し、講演する
金丸さん

乳
幼
児
期
の
家
庭
環
境

本
県
の

」
と
を
目
的
に
設
置
さ

「
県
乳
幼
児
期
か
ら

-

県

一

主

に

4
1
6
歳
児
を
持
つ

教
育
庁
で
聞
か
れ
、
今
年
一
保
護
者
を
対
象
に
調
査
研

一
究
を
行
う
。
こ
の
日
の
会

一
議
で
は
乳
幼
児
の
生
活
習

引
山
一
も
ら
わ
な
い
一
止
め
、
党
を
運
営
で
き
る
一
は
一

2
一-
と
指
摘
し
一
人
が
望
ま
し
い
」
と
注
文
一
な
る

ト

一

一

を

付

げ

た

。

一
ベ
き
突
た

0
一
首
相
の
任
命
一
党
県
連
の
田
名
部
定
男
一
を
直
視
し

ト

一
を
強
め
る
構
一
代
表
は
「
代
表
と
し
て
隈
一
出
し
、
国

1
一
の
大
串
博
志
一
界
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
の
一
る
政
党
に
な
っ
て
ほ

日

一
訂
日
の

Bs-か
」
と
お
も
ん
ぱ
か
っ
た
一
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

f
¥
一
で
「
真
実
を
二
方
で
、
安
倍
政
権
に
対
一
元
自
民
党
衆
院
議
員
爪

ベ
い
)
ず
る
ず
る
集
中
審
議
の
最
中
で
一
木
村
太
郎
氏
の
死
去
に
山

U
と
か
げ
の
の
辞
任
表
明
に
「
タ
イ
ミ
一
う
衆
院
本
県
4
区
補
欠
唱

だ
」
と
厳
し
ン
グ
が
悪
く
、
水
を
差
し
一
挙
や
次
期
衆
院
選
に
向
凶

一

か
ね
な
い
」
と
苦
一
言
を
呈
一
た
県
連
へ
の
影
響
は
「
回

「

し
た
?

一
念
は
し
て
い
な
い
」
と
器

官
は
残
念
。

今
後
、
新
し
く
決
定
さ
一
し
た
。

と
い
う
よ
り
れ
る
党
執
行
部
に
対
し
て
一
(
石
黒
全
、
下
山
静
香
)

る
よ
う
で
は

な
い
」
と
党
一

判
。
新
代
表
一

弘
前
市
の
ア
l
ト
ホ
テ
ル

「
党
内
た
け
一支
部
(
三
上
知
見
支
部
一
弘
前
シ
テ
ィ
で
聞
か
れ
、

の

声

も

受

け

長

)

一

食

環

境

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

食
環
境
ジ
ャ
ー

ナ

リ

ス

ト

ヘ
連
携
を

金
丸
さ

認
し
た
。

問
委
員
会
は
2
0
1
6

内情弘前

一
紹
介
す
る
ウ
ェ
ア
サ
イ
ト

「
あ
お
も
り
の
未
来
を
変
一
で
、
ど
う
い
う
内
容
を
充

え
る
O
歳
か
ら
の
家
庭
教
一
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の

育
応
援
事
業
」
の
一
環
で
一
か
を
協
議
。

県
教
委
が
設
置
。
ひ
と
り
一
委
員
か
ら
は
「
家
庭
で

親
世
帯
の
増
加
や
肥
満
傾
一
で
き
る
よ
う
な
運
動
を
エ

向
児
出
現
率
の
高
さ
な
ど
一
ピ
ソ
1
ド
に
入
れ
れ
ば
良

の
現
状
を
一
改
善
し
、
乳
幼
一
い
の
で
は
」
「
小
さ
い
時

児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
の
一
か
ら
ル
l
ル
を
つ
く
り
守

確
立
、
教
育
環
境
の
充
実
一
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
目
指
す
。
一
を
紹
介
す
べ
き
」
な
ど
の

今
年
度
は
昨
年
度
の
調
一
意
見
が
出
た
。

査
研
究
内
容
を
踏
ま
え
、
(
吉
田
和
華
子
)

一
が
考
え
ら
れ
見
通
し
不
透

一
明
な
所
は
あ
る
が
、
何
と

競

「

来

月

中

に

」

一

か

8
月
中
に
と
考
え
て
い

お
工
二
青
森
市
で
開
い
た
定
例
一
る
」
と
話
ル
ド
ワ
0
1
8

講
じ
る
こ
と
や
、
幼
児
教
一
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
一
委
員
会

(
I
O
C
)
が
内
一
社
長
は
釘
目
、
新
規
制
基
一
会
見
で
語
っ
た
。
工
藤
社
一
年
度
上
期
捜
工
の
目
標

育
・
保
育
の
早
田
一
無
償
化
一
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
遠
一
規
で
1
0
0日
以
内
と
し
一
準
へ
の
適
合
審
査
を
受
げ
一
長
は
原
子
力
規
制
庁
か
ら
一
も
維
持
し
た
。

を
要
望
す
る
内
容
を
明
一
藤
利
明
副
会
長
と
の
意
見
一
て
い
る
聖
火
リ
レ
l
の
期
一
て
い
る
再
処
理
工
場
(
六
一
安
全
対
策
に
関
す
る
さ
ま
一
使
用
済
燃
料
再
処
理
機

記
。
小
池
氏
は
お
区
の
大
一
交
換
も
実
施
。
遠
藤
氏
一
聞
に
つ
い
て
、
「
I
O
C
一
ケ
所
村
)
に
つ
い
て
、
原
一
ざ
ま
な
指
摘
が
あ
り
、
補
一
構
が
同
工
場
の
総
事
業
費

学
の
新
増
設
抑
制
な
ど
に
一
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
l
一
と
協
議
し
、
で
き
る
だ
げ
一
子
力
規
制
委
員
会
に
対
す
一
正
書
に
反
映
す
る
作
業
に
一
を
見
直
し
、
約
問
兆
9
0

関
し
「
大
学
が
ど
う
あ
る
一
ト
や
走
者
を
選
定
す
る
た
一
多
く
の
地
域
を
回
れ
る
日
一
る
事
業
変
更
許
可
の
補
正
一
時
間
を
要
し
て
い
る
と
説
一

0
0億
円
と
約
1
兆
3
0

た
「
岩
手
宣
一
岩
手
宣
言
に
は
住
宅
耐
一
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
嬢
一
め
、
各
都
道
府
県
に
実
行
一
数
を
確
保
し
た
い
」
と
柔
一
申
請
は
8
月
中
を
目
指
す
一
明
。
今
月
中
を
目
標
と
し
一

0
0億
円
増
額
し
た
こ
と

。
大
学
の
地
一
化
の
促
進
な
ど
災
害
ヘ
一
小
(
わ
い
し
よ
う
)
化
す
一
委
員
会
設
置
を
要
請
し
一
軟
な
運
用
を
求
め
て
い
く
一
と
し
、
再
び
ず
れ
込
む
こ
一
て
い
た
提
出
時
期
に
つ
い
一
に
つ
い
て
は

「
精
査
を
し

町
る
た
め
、
一
の
対
応
強
化
や
、
事
前
の
一
る
。
学
ぶ
場
所
を
選
ぶ
自
一
た
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
考
え
も
示
し
た
。
一
と
に
な
っ
た
。
一
て
「
今
後
も
新
た
な
指
摘
一
決
定
い
た
だ
い
た
と
認
識

で
大
学
の
新
一
備
え
か
ら
復
旧

・
復
興
ま
一
由
を
奪
う
こ
と
に
も
な
一

I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-

一
し
て
い
る
。
地
域
の
安
全

摺

の

抑

制

を

一

で

を

担

う

「

防

災

庁

」

(

仮

る

」

と

述

べ

た

。

山

田

啓

一

学

部

出

身

。

1
9
8
3年
一
い
て
、
生
産
者
の
高
齢
化
一
安
心
を
つ
く
り
上
げ
て
い

Z
J
-
こ
言
主
一
示
J

つ
測
史
ご
文
〕
巨
ヨ
二
口
唇
詮
ミ
「
買
お
守
口

L
コ
ゴ
こ
警
本
K
歪
雪
こ
に
一
メ
圭
一
'
V
E
べ
ら
寺
費
-r-ubF
一ミ』」
b
こ
る
妻
'
よ
幸
司
有
一

合

再処理工場

補

担
い
手
育
成
ヘ
意
気
込
み

ー 、


